
期間

会社名（区間数）

ＪＲ北海道(4) 340 353 104

ＪＲ東日本(18) 4,185 4,284 102

ＪＲ東海(10) 2,992 3,005 100

ＪＲ西日本(12) 2,147 2,168 101

ＪＲ四国(3) 146 143 98

ＪＲ九州(3) 582 571 98

計(50) 10,393 10,524 101

 ＪＲグループ主要区間における特急・急行列車上下計の断面輸送量 (単位：千人)  

 ※合計値、前年比は四捨五入の関係で合致しない場合がある。

H16.4.28～
H16.5.8

H17.4.28～
H17.5.8

前年比（％）

東海道 山陽 東北 上越

101 104 107 99

長野 山形 秋田 九州

103 105 120 95

 新幹線旅客輸送人員前年比（％）

期間

会社名

日本航空 1,386 1,365 98.5

全日本空輸 1,385 1,365 98.5

スカイマークエアラインズ 73 74 100.4

北海道国際航空 34 48 140.1

スカイネットアジア航空 28 23 83.5

計 2,907 2,875 98.9

※※※全日本空輸は、ＡＮＡとＡＤＫの合計値。前年の数値にＮＡＬの実績は含まれていない。
※※日本航空は、ＪＡＬ、ＪＥＸ、ＪＴＡ、ＲＡＣ、ＪＡＣ、ＨＡＣの合計値。
※合計値、前年比は端数処理、四捨五入の関係で合致しない場合がある。

  (単位：千人)  

H16.4.28～
H16.5.8

H17.4.28～
H17.5.8

前年比（％）

今月のトピックス 

平成１７年度ゴールデンウィークの旅客輸送等の動向について 

 

 

1. 鉄道 

ＪＲ （平成17年4月28日～平成17年5月8日） 

今年のゴールデンウィークは、大きな輸送障害もなく、特急・急行の利用者はグループ全

体で対前年同期比1％増となった。 

      新幹線は、上越、九州新幹線を除いて、前年を上回り比較的好調であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 国内航空 （平成17年 4月28日～平成17年5月8日） 

国内航空については、前年同期比1.1％減となった。 

方面別では、沖縄方面が特に好調であった。 

   北海道国際航空は増便及び新規路線の開設により高い伸び率となっている。 

    なお、ピークは下りが４月２９日、上りが５月５日であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期間

会社名

日本航空 378 385 101.8

日本アジア航空 30 34 114.4

全日本空輸 114 111 96.6

エアーニッポン 5 5 102.2

計 527 534 101.4

※※※日本航空は、ＪＡＬ、ＪＡＺの合計値。

※日本発着ベース。

  (単位：千人)  

H16.4.28～
H16.5.8

H17.4.28～
H17.5.8

前年比（％）

※※合計値、前年比は端数処理、四捨五入の関係で合致しない場合がある。

路線 ホノルル 米大陸 欧州 東南アジアオセアニア ｸﾞｱﾑ･ｻｲﾊﾟﾝ 韓国 中国

旅客数 31,453 22,996 22,613 42,557 9,709 15,546 22,452 19,427

前年比 102.6 108.3 103.9 100.2 87.8 97.9 112.1 91.7

 （参考）日本航空（JAL、JAZ）の日本発方面別輸送実績（単位：人、％） 

路線 北米 欧州 アジア ｸﾞｱﾑ･ｻｲﾊﾟﾝ 中国

旅客数 16,489 16,156 34,832 9,728 33,406

前年比 96.1 99.2 103.2 89.5 91.7

 （参考）全日本空輸の日本発方面別輸送実績（単位：人、％）

期間

道路区分

全国高速道路 6,033 5,975 99.0

道央自動車道 93 94 101.2

東北自動車道 288 291 101.0

東名高速道路 413 409 99.0

名神高速道路 248 246 99.0

関越自動車道 173 173 99.9

山陽自動車道 169 169 99.8

九州自動車道 217 215 99.2
※前年比は端数処理の関係で合致しない場合がある。

　　高速道路日平均利用台数　　　　　　　　　　　　　　　　　   (単位：千台)  

H16.4.28～
H16.5.8

H17.4.28～
H17.5.8

前年比（％）

3. 国際航空 （平成17年 4月28日～平成17年5月8日） 

国際航空については、中国の反日デモの影響、またスマトラ島沖大地震及びインド洋津波被害

の影響も重なり、中国及びアジアビーチ方面が減少したが、５月２日及び６日に休みをとると 

１０連休になるという、海外旅行については昨年以上に適した曜日配列であったこと等から、全

体では対前年同期比 1.4％増となった。ただし、全日本空輸は、中国線の影響が大きく、前年よ

り減となっている。 

方面別では、日本航空はホノルル、米大陸、欧州、東南アジア、韓国線、全日本空輸はアジア

線（シンガポール・バンコク等）が好調であった。 

出国のピークは４月２９日、帰国のピークは５月４日、５日であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 高速道路 (平成17年4月28日～平成17年 5月8日) 

   全国の日本道路公団が管理する高速道路の利用台数は、対前年同期比1％減となった。 

   なお、下り線では５月３日に、また上り線では５月４日に混雑のピークが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



前年比（％）

国内旅行 99

海外旅行 114
※国内旅行は、ジェイティービー、近畿日本ツーリスト、日本旅行、阪急交通社及び東急観光の５社。

※※海外旅行は、ジェイティービー、近畿日本ツーリスト、日本旅行、阪急交通社及びジャルパックの５社。
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＜参考＞今年度と昨年度の曜日配列の比較
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5. 主要旅行業者の募集型企画旅行（ブランド）の出発旅行客数 

（平成17年4月23日～平成17年 5月5日） 

旅行業者主要5社が取り扱った出発旅行客数をみると、国内旅行については対前年同期比1％

減、海外旅行については14％増と大幅増であった。 

海外旅行については、中国の反日デモの影響、またスマトラ島沖大地震及びインド洋津波被害

の影響も重なり、中国及びアジアビーチ方面が減少したが、５月２日及び６日に休みをとると 

１０連休になるという、海外旅行については昨年以上に適した曜日配列であったこと等から、大

幅増となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


